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資源評価調査委託事業（海洋環境） 

太平洋定線観測（要約） 

 

清藤真樹1・永峰文洋 

 

目 的 

青森県太平洋海域における海況情報を収集し、漁業者等に提供する。 

 

材料と方法 

青森県の太平洋定線において3月、6月、9月、12月の各月1回、seabird社製CTD・911plusによる表層から最深1000mまでの

水温と塩分の測定、採水による塩分、クロロフィルの測定、プランクトン、卵稚仔の採取を実施し、各流勢指標を平年（1963

～2013年平均値）と比較した。また、収集・分析した情報は、ウオダス漁海況速報や水産総合研究所のホームページ等を通

じ公表した。 

 

結 果 

定線観測結果を下表に示す。 

3月は、津軽暖流の各層水温は0ｍ層が「はなはだ低い」、50ｍ層が、100ｍ層が「かなり低い」、水塊深度は「やや浅い」、

津軽暖流の東方への張り出しは「やや弱い」だった。 

6月は、津軽暖流の各層水温は0ｍ層が「やや低い」、50ｍ層、100ｍ層が「平年並み」、水塊深度は「平年並み」、津軽暖流

の東方への張り出しは「やや弱い」であった。 

9月は、津軽暖流の各層水温は、0ｍ層が「平年並み」、50ｍ層が「やや高い」、100ｍ層で「平年並み」、水塊深度は「平年

並み」、津軽暖流の東方への張り出しは「平年並み」であった。 

12月は、津軽暖流の各層水温は0ｍ層、50ｍ層、100ｍ層共に「平年並み」、水塊深度は「平年並み」、津軽暖流の東方への

張り出しは「はなはだ強い」であった。 

 

表 観測結果から算出した平年比（平年比％：平年偏差／標準偏差×100） 

観測項目（平年比） 3月 6月 9月 12月 

各層最高水温（℃） 

0m -250 -108 +49 -21 

50m -154 -18 +81 -9 

100m -194 -31 +55 0 

水塊深度（m） -98 -49 +46 +35 

張出位置（東経） -95 -100 +26 +218 

 

 

 

 

 

 

 

１青森県農林水産部水産局水産振興課 

発表誌：平成26年度漁海況予報関係事業結果報告書（青森県資源管理基礎調査）,平成27年7月 

    平成26年度定線観測結果表,平成27年7月 

階級 平年比の範囲  

平年並み ±60%未満  

や  や ±130%未満  

か な り ±200%未満  

はなはだ ±200%以上  

図 1 調査地点 

東通原子力発電所温排水影響調査 

海洋環境調査(要約) 

 

扇田いずみ・清藤真樹 1・永峰文洋・今井美代子 2 

 
目 的 

 平成 17年度から営業運転を開始した東北電力東通原子力発電所 1号機から排出される温排水が周囲に与

える影響を把握するための調査を実施する。 

 

材料と方法 

1．調査海域 東通村白糠沖(図 1) 

2．調査時期 第 1 四半期:平成 26 年 6 月 4 日 

第 2 四半期:平成 26 年 8 月 28 日 

第 3 四半期:平成 26 年 12 月 2 日 

第 4 四半期:平成 27 年 3 月 4 日 

3．調査項目 

(1) 水温・塩分 

16 定点で、CTD（鶴見精機）を用いて水温・塩分を測定した。表

層はバケツで採水した表面海水の水温を棒状水銀温度計で測定し、

試水は水産総合研究所に持ち帰りサリノメーター（渡辺計器）を用

いて塩分を測定した。 

(2) クロロフィル a 

St.12 及び St.14 で、表層、水深 20m、30m、40m、50m から採水後船上でろ過し、N,N-ジメチルホルムア

ミド(DMF)を用いてろ紙から抽出した色素を蛍光法によりクロロフィル a 量を測定した。 

(3) 卵・稚仔・プランクトン 

St.12 及び St.14 で、プランクトンネットを用いて水深 150ｍから海面まで鉛直曳した試料を、ホルマリ

ン固定した後、出現した水産動物の卵、稚仔、動物プランクトンを同定し個体数を計数した。 

4. その他 

原子力発電所が運転停止中のため、各時期とも温排水は排出されていない状況であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表誌: 東通原子力発電所温排水影響調査報告書(平成 26 年度報),青森県,平成 27 年 8 月 

1,2 青森県農林水産部水産局水産振興課 
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結 果 

1．水温・塩分 

(1) 第 1 四半期 

水温:全体は 3.4℃～13.1℃の範囲にあって、このうち、表層は 12.1℃～13.1℃の範囲にあった。 

塩分:全体は 33.4～33.8 の範囲にあって、このうち、表層は 33.5～33.7 の範囲にあった。 

(2) 第 2 四半期 

水温:全体は 3.1℃～21.4℃の範囲にあって、このうち、表層は 19.8℃～21.2℃の範囲にあった。 

塩分:全体は 32.2～34.1 の範囲にあって、このうち、表層は 32.2～33.2 の範囲にあった。 

(3) 第 3 四半期 

水温:全体は 3.4℃～14.1℃の範囲にあって、このうち、表層は 12.0℃～13.9℃の範囲にあった。 

塩分:全体は 33.6～34.1 の範囲にあって、このうち、表層は 33.9～34.0 の範囲にあった。 

(4) 第 4 四半期 

水温:全体は 1.8～7.2℃の範囲にあって、このうち、表層は 1.8℃～6.7℃の範囲にあった。 

塩分:表層、全体ともに 32.7～33.8 の範囲にあった。 

2．クロロフィル a 

(1) 第 1 四半期:全体で 0.4μg/L～1.1μg/L の範囲にあった。 

(2) 第 2 四半期:全体で 0.3μg/L～1.9μg/L の範囲にあった。 

(3) 第 3 四半期:全体で 0.1μg/L～0.3μg/L の範囲にあった。 

(4) 第 4 四半期:全体で 0.6μg/L～2.9μg/L の範囲にあった。 

3．卵・稚仔・プランクトン 

(1) 第 1 四半期 

卵:出現はなかった。 

稚仔:カタクチイワシ 1 種類が出現し、出現した平均密度は 68 個体/1,000 ㎥であった。 

動物プランクトン: Egg of EUPHAUSIASEA 等 35 種類が出現し、出現した平均密度は 1,150 個体/㎥であ

った。 

(2) 第 2 四半期 

卵:出現はなかった。 

稚仔:カタクチイワシ等 4 種類が出現し、出現した平均密度は 125 個体/1,000 ㎥であった。 

動物プランクトン:Sagitta spp.等 55 種類が出現し、出現した平均密度は 429 個体/㎥であった。 

(3) 第 3 四半期 

卵:キュウリエソ 1 種類が出現し、出現した平均密度は 377 個/1,000 ㎥であった。 

稚仔:キュウリエソ等 2 種類が出現し、出現した平均密度は 44 個体/1,000 ㎥であった。  

動物プランクトン:Paracalanus parvus 等 53 種類が出現し、出現した平均密度は 426 個体/㎥であった。 

(4) 第 4 四半期 

卵:スケトウダラ 1 種類が出現し、出現した平均密度は 61 個/1,000 ㎥であった。 

稚仔:スケトウダラ 1 種類が出現し、出現した平均密度は 31 個体/1,000 ㎥であった。 

動物プランクトン:Pseudocalanus newmani 等 43 種類が出現し、出現した平均密度は 465 個体/㎥であっ

た。 


